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Village Topics

目
高
大
池
ア
ジ
サ
イ
ま
つ
り
開
催

戸
梶　

眞
幸

　

こ
の
た
び
の
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

今
後
四
年
間
村
政
を
担
当
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
重
責
を
思
う
と
き
、

身
の
引
締
ま
る
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
が
、

全
身
全
霊
を
か
け
て
職
務
を
全
う
す
る
覚
悟

で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

国
に
よ
り
ま
す
、
地
方
分
権
改
革
や
構
造

改
革
に
よ
り
、
村
に
お
き
ま
し
て
も
非
常
に

厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
村
は
少
子
高
齢
化
に
伴
う
問
題

や
南
海
地
震
対
策
、
治
水
対
策
な
ど
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
脱
却
し
、
豊
か
な
日

　

９
時
か
ら
の
ア
ジ
サ
イ
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
植
物

ガ
イ
ド
の
森
野
高
明
さ
ん
の
案
内
で
、
ア
ジ
サ
イ

や
貴
重
な
湿
地
性
植
物
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
下

池
ま
で
を
往
復
し
、「
な
つ
か
し
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
竹
細

工
作
り
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
手
作
り
の
水

て
っ
ぽ
う
な
ど
で
遊
び
ま
し
た
。

　

土
佐
市
の
徳
平
英
亀
さ
ん
に
よ
る
「
ア
ジ
サ
イ

の
育
て
方
教
室
」
で
は
、
剪
定
の
仕
方
や
育
て
方

な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
お
話
に
、
多
く
の
参
加

高
村
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
は
、
村
民
の

皆
様
や
議
員
の
皆
様
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
な
が
ら
、
様
々

な
課
題
の
解
決
を
図
り
、
こ
の
難
局
を
乗

り
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

村
民
が
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
・
住
ん
で
み
た
い
村
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
懸
命
の
努
力
を
す
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

更
な
る
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願
い
致
し

ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

第２回

　去る６月８
日、日下

川調整池で日
高村グラ

ウンドワーク
推進協議

会主催の「目
高大池ア

ジサイまつり
」が開催

されました。

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

魚
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
態
系
ト
ラ
ス

ト
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
紙
芝
居
や
カ
ヌ
ー
体

験
な
ど
が
行
わ
れ
、ミ
ニ
水
族
館
で
は
、ラ
イ
ギ
ョ

や
コ
イ
、
ナ
マ
ズ
、
カ
ワ
ム
ツ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
が

展
示
さ
れ
、
体
長
80
㎝
の
ラ
イ
ギ
ョ
に
子
ど
も
た

ち
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
か
ら
は
仁
淀
川
お
宝
探
偵
団
に
よ
っ

て
水
辺
の
生
き
物
調
査
が
行
わ
れ
、
石
川
妙
子
さ

ん
の
案
内
で
子
ど
も
た
ち
は
網
を
持
っ
て
魚
や
水⬅
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Village Topics

生
昆
虫
を
捕
ま
え
、
水
辺
の
生
き
物
た
ち
の
多
さ

に
お
ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。

　

メ
ダ
カ
さ
ん
家
の
前
に
は
、
村
内
各
種
団
体
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
お
い
し
い
も
の
い
っ
ぱ
い
の
屋

台
が
並
び
、
に
こ
に
こ
エ
コ
応
援
団
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
廃
油
で
つ
く
っ
た
せ
っ
け
ん
な
ど
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

８
時
か
ら
の
ラ
イ
ギ
ョ
の
ル
ア
ー
釣
り
大
会
で

は
、
大
人
の
部
に
10
名
高
校
生
以
下
の
部
に
３
名

合
計
13
名
の
釣
り
人
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
午
後
１

時
に
締
め
切
ら
れ
、
体
長
61
セ
ン
チ
の
ラ
イ
ギ
ョ

を
釣
り
上
げ
た
佐
川
町
の
石
川
佳
臣
さ
ん
が
見
事

優
勝
し
、
畠
山
会
長
よ
り
表
彰
状
と
シ
ュ
ガ
ー
ト

マ
ト
、
メ
ダ
カ
米
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
２
位
は
56

セ
ン
チ
、
３
位
は
53
セ
ン
チ
、
特
別
賞
は
ウ
シ
ガ

エ
ル
を
釣
っ
た
日
下
小
３
年
生
の
山
﨑
圭
悟
く
ん

で
し
た
。釣
果
は
カ
エ
ル
も
含
め
て
４
匹
で
し
た
。

　

今
年
は
花
・
人
・
土
佐
で
あ
い
博
の
地
域
イ
ベ

ン
ト
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
目
高
大
池
ア

ジ
サ
イ
ま
つ
り
。
来
年
に
向
け
て
、
ア
ジ
サ
イ
の

植
樹
や
管
理
を
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
た
め
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
で
は
、
村
民
の
皆

さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

アジサイウォーク

アジサイ教室

菜の花の種
絞り体験

ガサガサ探偵団（水辺
の生き物調査）
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日
時
：
７
月
18
日
㈮　

13
時
〜
15
時

場
所
：
日
高
村
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

行
政
相
談
員
の
中
村
宏
一
さ
ん
が
、
左
記
の
仕
事
に
つ
い

て
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等
を
受
け
、

そ
の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

①
国
の
仕
事

②
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事

③
県
や
市
町
村
が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　今月から毎月、活動の様子等を
お知らせします。　

《詩吟教室・萩の会》

　日本の伝統文化を楽しみませんか‼

　このたび文推協の仲間入りをさせて頂いた
「詩吟サークル・萩の会」は、初心者のため
の詩吟教室です。歌謡吟詠もあります。お気
軽にご参加ください。

☆ 大きな声を出してストレス解消！

☆ 年齢を超えた仲間づくりで豊かな人生！

会　場：日高村社会福祉センター
　　　　（２階・会議室）
練習日時：毎週火曜日　午後７時～９時
参加費：無料
連絡先：詩吟教室・萩の会
　　　　　☎ 24－7282（谷本　久美子）
　　　　秀鳳流日本吟詠会
　　　　　☎ 088－823－3356（野中　秀鳳）

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を

や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却
す

る
習
慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、
ご
み

収
集
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、

ご
み
処
理
の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご
み

質
も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
は
十

分
管
理
さ
れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が

よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る
苦

情
、
最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を

心
配
す
る
声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

焼
き
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た

焼
却
炉
の
数
千
倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
が
発
生
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で
も

ガ
ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の
強
い

毒
性
が
あ
る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に

く
い
た
め
、
土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物

↓
人
と
食
物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮
汚

染
さ
れ
、
人
に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
更
に
心
配
な
の
は
、
母
体
や

母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん
の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で

す
。
21
世
紀
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する
法律」により廃棄物の野焼きは
一部の例外を除いて禁止されて
います。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、又はこれらの両方

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

日高村文化推進協議会
からのお知らせ

「人権擁護員さんによる
人権相談所も同時に行います」

７ 月 の 行 政 相 談
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仁淀川一斉清掃の
お知らせとお願い

カレーライス・焼きそば・ジュース
とうもろこし・かき氷・やきとり
アイスクリーム・バザー
スーパーボールすくい・パットゴルフ
スライムなど…

　毎年、７月は河川愛護月間であり愛護運動の一
環として皆様のご協力を得て、仁淀川をきれいに
するための清掃活動を実施しております。今年も
次の予定で行いますので、皆さんお誘いの上ご参
加くださいますようお願い致します。

実施日：平成20年７月13日㈰
　　　　中止の場合は７月27日㈰へ延期
時　間：午前７時より８時頃まで
場　所：日高村　江尻地先
　　　　仁淀川右岸（江尻堤防）

※ゴミ袋・軍手等は用意しております。

国土交通省　日高村

日高養護学校
第33回七夕まつりのご案内

● 

税
源
移
譲
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
平
成
19
年
1
月
か
ら
所
得
税
が
減

り
、
そ
の
分
住
民
税
（
村
・
県
民
税
）

が
増
え
て
い
ま
す
が
、
平
成
19
年
中

に
退
職
や
休
業
な
ど
の
理
由
に
よ
り
平

成
19
年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
少
し
た

方
（
平
成
19
年
度
分
個
人
住
民
税
の
課

税
対
象
と
な
る
平
成
18
年
所
得
は
あ
っ

た
が
、
平
成
19
年
分
の
所
得
に
つ
い

て
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
方
）

は
、
平
成
19
年
度
の
村
・
県
民
税
だ
け

が
増
額
と
な
っ
て
、
平
成
19
年
の
所
得

税
に
お
い
て
減
税
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

18
年
と
平
成
19
年
の
所
得
変
動
に
よ
る

税
額
負
担
を
調
整
す
る
た
め
に
、
下
記

の
表
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
の
村
・
県
民
税
を

税
源
移
譲
前
の
税
率
で
再
計
算
し
た
額

に
減
額
す
る
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま

す
。

　

な
お
、
該
当
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在

の
住
所
所
在
の
市
町
村
（
平
成
19
年
度

の
村
・
県
民
税
が
課
税
さ
れ
た
市
町
村
）

に
申
告
書
（
村
県
民
税
減
額
申
告
書
）

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
申
告
書
は
住
民
課（
住
民
税
窓
口
）

に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

※  駐車場は運動場になって

います。できるだけ乗り合

わせでおこしください。

出店

場所

日時

対象者の要件
① 「平成19年度村県民税の課税所得金額（注１）－人的控除額の差（注３）＞０」

② 「平成20年度村県民税の課税所得金額（注２）－人的控除額の差≦０」

【税源移譲に伴う年度間の所得変動に係る経過措置
（１年限りの措置）】

（注１）前年中の所得金額－扶養控除等の所得控除（分離課税分を除く）

（注２）前年中の所得金額－扶養控除等の所得控除（分離課税分を含む）

（注３）基礎控除や扶養控除等の所得税と市県民税の控除額の差

住 民 課 （住民税係）

7 月 5 日 ㈯ 14：00～16：40
（出店は14：30～）

日高養護学校
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健
康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の

ご
案
内

※ 

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の

医
師
・
歯
科
医
師
約
６
０
０
名

で
構
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。
左

記
の
内
容
で
朝
９
時
か
ら
翌
朝

９
時
ま
で
、
24
時
間
同
じ
テ
ー

マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま
す
。

健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電

話
番
号
は

０
８
８－

８
３
２－

５
２
６
６

で
す
。

７

月

月
曜
日　

よ
り
良
く
食
べ
る
は
よ
り
良

く
生
き
る
⑤

火
曜
日

高
知
県
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
実
施
に
つ
い
て

水
曜
日　

こ
ど
も
の
熱
中
症

木
曜
日　

あ
せ
も

金
曜
日　

咽
頭
ガ
ン
と
喫
煙

土
・
日
曜
日　

夏
バ
テ
と
食
事

後
期
高
齢
者
医
療
（
長
寿
医
療
）

●
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で

申
請
に
よ
り
一
定
以
上
の
障
害
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
を
含
む
。）

が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
で

は
、
毎
年
８
月
１
日
現
在
の
世
帯

状
況
お
よ
び
前
年
中
の
所
得
額
や

世
帯
の
収
入
に
基
づ
い
て
、
受
診

時
の
一
部
負
担
金
の
割
合
（
１
割

ま
た
は
３
割
）
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
っ
た
方
に
は
、
変
更
後
の
被
保

険
者
証
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ま
で
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に

な
る
前
の
被
保
険
者
証
を
誤
っ
て

医
療
機
関
に
提
示
し
、
診
療
を
受

け
た
場
合
に
は
、
再
度
、
支
払
額

の
清
算
が
必
要
と
な
り
、
一
部
負

担
金
の
差
額
の
返
還
を
求
め
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
一
部
負
担
金
の
割
合
軽
減
】

❶ 

所
得
に
よ
る
判
定
で
３
割
負

担
に
該
当
し
た
方
で
も
、
収
入
額

が
一
定
の
基
準
額
に
満
た
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
が
１
割

と
な
り
ま
す
。

❷ 

１
割
負
担
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
申
請
書
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
の
で
、
軽
減
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
院
時
の

自
己
負
担
額
等
の
減
額
】

❶ 

所
得
が
一
定
基
準
よ
り
低
い

世
帯
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り
入

院
時
の
自
己
負
担
額
や
食
事
代
等

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

❷ 

減
額
を
受
け
る
場
合
は
、
医

療
機
関
へ
被
保
険
者
証
と
合
わ
せ

て
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

な
お
、
現
在
、
交
付
さ
れ
て

い
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
は
７
月
31
日

で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
認
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

再
度
、
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

申
請
が
遅
れ
た
場
合
や
医

療
機
関
へ
提
示
し
な
か
っ
た

場
合
の
食
事
代
等
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
入
院
時

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
の
払
い
も

ど
し
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

建
設
課
水
道
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
19
年
度
よ
り
、
水
道
料
金

を
３
ヶ
月
分
滞
納
す
る
と
、
日
高

村
給
水
条
例
第
40
条
及
び
、
日
高

村
水
道
料
金
未
納
者
に
対
す
る
停

水
処
分
取
扱
要
項
第
３
条
に
規
定

さ
れ
る
事
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
の
方
は
、
納
付
期

限
内
に
お
支
払
い
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

○
口
座
引
落
の
方
は
、
月
末
が
引

き
落
と
し
日
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
前
日
ま
で
に
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
明
な
こ
と
は
、
日
高
村
建

設
課
水
道
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

☎ 
２
４

－

５
１
１
４
（
直
通
）

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

給
水
停
止
ま
で
の
流
れ

⬅⬅⬅⬅

一
部
負
担
金
の
割
合
変
更
に
つ
い
て

詳しくは、

健康福祉課

後期高齢者医療係

　☎ 24－5112 へ

保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

●
被
保
険
者
の
方
の
保
険
料
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
に
は
、
保
険
料
の
納
付
書
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

●
納
付
書
が
送
付
さ
れ
る
の
は
、

｢

天
引
き
対
象
と
な
る
年
金
額

が
年
額
18
万
円
未
満｣

も
し
く

は
「
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ

た
保
険
料
が
天
引
き
対
象
と
な

る
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
」
方
で
す
。

●
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
10
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

も
、
7
月
に
納
付
書
が
届
き
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
は
各
取
扱
金
融
機
関
窓

口
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
は
口

座
振
替
も
で
き
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
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実施期間、実施場所

期間：平成20年７月～平成21年３月
場所：日高村保健センター（高岡郡日高村沖名23番地）
※ 9月26日は佐川町、越知町との合同開催になりますので会場が佐
川町の「桜座」になります。

年間スケジュール

７月24日 ㈭
　13：30～15：30　

「認知症とは」
　講師：医療法人南江会　一陽病院
　　　　　　　　　　副院長　諸隈陽子 氏

８月22日 ㈮
　13：30～15：30

「認知症の理解とその対応」
　講師：愛媛県立医療技術大学　保健科学部
　　　　　　看護学科　教授　軸丸清子 氏

９月26日 ㈮
　13：30～15：30
※ この日のみ、会場
が佐川町の“桜座”
になります。

「認知症の人の生きることへの支援
　　　～もしあなたが認知症になったら～」
　　講師：東京都グループホーム連絡会
　　　　　　　　　事務局長　和田行男 氏

10月10日 ㈮
　13：30～15：30

「認知症の人を支える家族の立場から」
　　講師：認知症の人と家族の会
　　　　　　高知県支部代表　佐藤政子 氏

平成21年１～３月
頃に予定

「認知症の人とその家族を支える為に
　　　～地域でできること～」
　　講師：高知女子大学　看護学部
　　　　　　　　　　　教授　森下安子 氏

地域の食生活や健康づくりの担い手である食生活改善
推進員を募集します。

1 受講資格者
日高村在住の方で、食生活について興味があり地域
で活動のできる方

2 定　員
　６名（多数の場合は、申込み順とさせて頂きます）

3 受講期間
　平成20年８月（第１回）～平成21年１月（第６回）まで
　月１回実施（日程は決まり次第ご連絡いたします）

4 開催場所　６市町村を毎月順番に回ります

（問い合わせ先）

　日高村地域包括支援センター　☎ 24－5197

5 講義内容
　食生活改善推進員の活動や
健康づくり・生活習慣病や予
防に関することなどの講義や
調理実習の講習があります。
　　　　　　
6 受講生自己負担額
　①教科書代（1,050円）・成分表代（493円）・送料
　②スポーツ安全保険（団体）加入希望者のみ（500円）

7 受講申込み期間
　受講を希望される方は、７月11㈮までに日高村保
健センターまでご連絡ください。

＜連絡先＞　日高村保健センター　☎ 24－7851

平成20年度６市町村合同食生活改善推進員養成教室への
受講生募集のお知らせ

平
成
20
年
度　

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
「
認
知
症
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
少
し

前
ま
で
は
「
歳
を
と
っ
た
ら
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
今
は
、
認
知
症
に
対
す
る
社

会
の
意
識
も
変
化
し
、「
認
知
症
と
い
う
疾
病
」
と
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
疾
病
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
行
動
障
害
へ

の
対
応
法
や
治
療
な
ど
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
も
多

く
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
高
齢
者

数
が
増
加
す
る
に
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
相
談
も
更
に

増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、

認
知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
理
解
・
支
援
で
き
る
地

域
づ
く
り
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て
も

で
き
る
だ
け
そ
の
人
が
生
活
し
て
き
た
場
（
地
域
）
で

〝
そ
の
人
ら
し
く
〞
生
活
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
学
習
し
て
い
き
た
い
と
考
え
左
記
の
よ
う
な
講
演

会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
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麻疹・風しん予防接種（２期・３期・
４期）についてのお知らせ

＊まだ接種されていない方は、早めに受けましょう。

対象者 平成20年度の対象者 接種期間

２期 小学校就学前の
１年（年長児）

平成14年４月２日～　　
平成15年４月１日生まれ

平成20年４月１日～
平成21年３月31日　  

３期 中学校１年生 平成７年４月２日～　　
平成８年４月１日生まれ

４期 高等学校３年生に
相当する年齢の方

平成２年４月２日～　　
平成３年４月１日生まれ

＊病院受診される時は、予診票を持参してください。
＊定期予防接種の予診票は、すでに個別通知をしています。
＊転入された方、予診票をお持ちでない方はご連絡ください。

　　《問い合わせ》　日高村保健センター　☎ 24－7851

旧日本赤十字社救護看
護婦及び旧陸海軍従軍
看護婦の皆様へ

内閣総理大臣名の書状を贈呈します

　先の大戦において、外地等（事変地の区域
又は戦地の区域）に派遣され、戦時衛生勤務
に従事された旧日本赤十字社救護看護婦及び
旧陸海軍従軍看護婦の方（慰労給付金受給者
を除く）に対して、その御苦労に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈しております。

請求期限：平成21年3月31日
問い合わせ先：
〒100-8926　東京都千代田区霞が関2-1-2

総務省大臣官房管理室　業務担当
☎　 ０３－５２５３－５１８２
Fax  ０３－５２５３－５１９０

介
護
保
険
施
設
入
所
者
及
び
短
期

入
所
ご
利
用
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

「
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

（
負
担
限
度
額
認
定
）
の
申
請
に
つ
い
て
」

　　

介
護
保
険
施
設
入
所
者（
介
護
老
人
福
祉
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

及
び
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
利
用
者
の

方
に
は
、
居
住
費
（
部
屋
代
）
と
食
費
が
自
己
負

担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
村
民
税
非
課
税
世
帯

等
に
属
す
る
方
は
、「
負
担
限
度
額
減
額
」
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係
へ
申
請
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
ま
で
の
認
定
を
受
け
て

い
る
方
は
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。（
７
月
中
に

右
記
の
介
護
保
険
施
設
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
必

ず
当
月
中
に
申
請
を
お
願
い
致
し
ま
す
。）

　

な
お
、
平
成
19
年
中
の
所
得
を
申
告
さ
れ
て
い

な
い
方
や
別
居
世
帯
の
方
の
扶
養
家
族
や
税
控
除

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
認
定
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
手
続
に
必
要
な
も
の

　

○ 

介
護
保
険
被
保
険
者
証

　

○ 

印
鑑
（
認
め
の
印
鑑
で
結
構
で
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　
　

日
高
村
役
場　

健
康
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
　
　

☎
０
８
８
９

－

２
４

－

５
１
９
７

5月24日ライオンズカップ献血にご協力ありがとうございました
住所等 氏　名
小　　村 森下　順子
駅　　前 森下　典子
〃 森下　洋司

妹　　背 戸梶　博正
〃 矢野　弘子

宮　　谷 門田　美恵
石　　田 藤本　俊徳
〃 藤本　末美

岩目地東 竹内　安弘
竜　　石 片岡　英幸
〃 國本　裕基

住所等 氏　名
竜　　石 國本　一江
九　　頭 正岡　　忠
佐 川 町 土本　忠男
越 知 町 大﨑　芳正
サッカー 野町　雄康
〃 久岡　幸治
〃 長野　国博
〃 山本　進滋
〃 佐野　猛敏
〃 西村　　幹
〃 外山　正明

住所等 氏　名
サッカー 山岡　玲子
〃 西森　泰子
〃 金子　摩美
〃 小谷　　道
〃 田村　智恵
〃 福本　　豊
〃 依光　伸明
〃 依光由美子
〃 和田　耕二

 　次回の献血は８月31日㈰ に実施いたします。ご協力をお願いします。
献血にご協力を
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仁淀消防組合

１ 採用予定人員（採用予定日） 若干名（平成21年４月１日）

２ 受験資格 （1）昭和58年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人
（2）仁淀消防組合管内（いの町、日高村）に居住可能な人
（3）日本国籍を有する人
（4）次の身体基準を満たす人
　ア　身長　おおむね男性は 160 cm以上、女性は 150cm以上
　イ　体重　おおむね男性は 50 kg 以上、女性は 45 kg 以上
　ウ　胸囲　おおむね身長の２分の１以上
　エ　 視力　両眼で0.7以上、かつ、一眼でそれぞれ0.3以上（矯正視力を

含む）
　オ　色覚　正常
　カ　聴力　正常

３ 試験内容及び試験日 第１次試験（教養試験・作文）　平成20年９月21日 ㈰
第２次試験（体力測定・面接）　平成20年10月下旬

４ 受付期間 　平成20年８月11日 ㈪ ～８月22日 ㈮

５ 受験申込書の請求　 （1） 受験申込書は、消防本部または、吾北、日高の各分署へ請求してくだ
さい。

（2） 郵送による請求は、封筒に「採用試験申込書請求」と朱書きし、返信
用封筒（宛先を明記し、80円切手を貼る）を同封してください。

（3）E-mail による請求は、niyodoshoubou@baobab.or.jp にしてください。
　受験手続き、その他試験に関することは、消防本部総務課にお問い合わせください。　☎ 088－893－3221

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校学生
一般 高卒（見込含） 9/8～9/30 １次：11/15・16

２次：12/16～20
１次：12/10
最終：21年2/17

推薦 21歳未満 9/5～9/9 9/27・28 11/12

防衛医科大学校学生 高卒（見込含）
21歳未満 9/8～9/30 １次：11/1・2

２次：12/3～5
１次：11/25
最終：21年2/13

航 空 学 生 高卒（見込含）
21歳未満 8/1～9/10

１次：9/23

２次：10/18～23
３次：11/15～12/12

１次：10/9
２次：11/6（空）10（海）
最終：20年1/23

看 護 学 生 高卒（見込含）
24歳未満 9/8～9/30 １次：10/25

２次：11/22・23
１次：11/6
最終：21年1/9

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満 8/1～9/10 １次：9/20
２次：10/9～16

１次：10/3
最終：11/12

２ 等 陸・ 海・ 空 士
（女　子） 18歳以上27歳未満 8/1～9/10 9/28・29 11/14

２ 等 陸・ 海・ 空 士
（男　子） 18歳以上27歳未満 年間を通じて　

実施しています 受付時お知らせします 受験時お知らせします

　＊ お問い合わせは市町村窓口又は下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
 　　〒785-0041　自衛隊須崎地域事務所　須崎市西崎町325－2　☎ （0889）42－7186

消防職員採用試験案内

平成20年度自衛官等募集案内
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中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金
助
成

や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利
な
特

典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
安
全
・
確
実

な
中
退
共
制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（
独
）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎ 
０
３

－

３
４
３
６

－
０
１
５
１

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に
、｢

中
小
企
業
退
職

金
共
済
法｣

と
い
う
法
律
に
よ
り
国

が
作
っ
た
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制

度
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

建
退
共
高
知
支
部

☎ 

０
８
８

－

８
２
２

－

６
１
８
１

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
座
に
つ
い
て

　

高
知
県
で
は
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
で
手
話

が
使
え
な
い
人
等
に
対
し
て
、話
し
こ
と
ば
を
、

話
し
手
の
意
図
を
正
し
く
つ
か
み
、
読
ん
で
分

か
る
文
章
に
し
て
情
報
提
供
す
る
要
約
筆
記
奉

仕
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

平
成
20
年
7
月
20
日
㈰
〜
12
月
21
日
㈰

　
　
　
　
　

9
時
〜
12
時

　
　
　

※
毎
週
日
曜
日
（
計
18
回
）

場
所　

高
知
市
旭
町
2
丁
目
21

－

６

　
　
　

高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
先　

要
約
筆
記
高
知
や
ま
も
も

☎ 

・
Ｆ
ａ
ｘ 

０
８
８

－

８
２
３

－

３
４
３
２

放
送
大
学
10
月
入
学
生

募
集
！

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
、
平
成
20
年

度
第
2
学
期
「
10
月
入
学
」
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
20
年
6
月
15
日
〜
8
月
31
日

入
学
料
半
額
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

（
7
月
15
日
ま
で
に
手
続
き
完
了
に
限
り
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎ 

０
８
８

－

８
４
３

－

４
８
６
４

海上保安大学校・海上保安学校の
学生募集について　　　

　平成21年４月入校の募集申し込み用紙の配布
は始まっています。

問い合わせ・資料請求先
〒780-8010
　　高知市桟橋通５丁目4番55号
　　　海上保安部　管理課
　　　☎ 088－832－7113

人事院と海上保安庁
からのお知らせ

高知大学医学部附属病院
からのお知らせ

看護職員募集について

採用予定日　平成21年４月１日
職　　種　　助産師・看護師
募集期間　　平成20年８月１日㈮～
　　　　　　　　平成20年９月５日㈮まで
試 験 日　　平成20年９月27日㈯
応募先・問い合わせ先
〒783-8505
　　南国市岡豊町小蓮
　　　 高知大学医学部
　　　病院事務部総務管理課人事グループ
　　　担当　樫本
　　　　　☎ 088－880－2224（直通）

最
低
賃
金
法
が

変
わ
り
ま
し
た

退
職
金
は

国
の
制
度
で

﹇
守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！

最
低
賃
金
﹈　

　

平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
最
低
賃

金
の
決
定
基
準
や
罰
金
の
上
限
額
、

派
遣
労
働
者
へ
の
適
用
関
係
な
ど
に

つ
い
て
大
き
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
労
働
基
準
局
賃
金
室

☎ 

０
８
８

－

８
８
５

－

６
０
２
４

集募
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「
平
成
20
年
度
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
流
域
活
性
化
補
助
金
」

の
お
知
ら
せ

　

仁
淀
川
流
域
の
保
全
と
流
域
圏
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
で

は
、
仁
淀
川
流
域
の
地
場
産
業
育
成
・
観
光
振
興
・

清
流
保
全
を
推
進
し
、
個
性
的
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
仁

淀
川
の
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
実

施
す
る
団
体
等
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

１
、
補
助
対
象
事
業

（1）
仁
淀
川
流
域
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
、
ア
ピ
ー
ル
活
動

（2）
仁
淀
川
流
域
の
伝
統
文
化
を
守
り
、
更
に
発
展
さ

せ
る
た
め
の
取
り
組
み

（3）
仁
淀
川
の
清
流
保
全
を
推
進
す
る
た
め
の
美
化
・

啓
発
活
動

２ 

、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
は
、
対
象
事

業
と
な
り
ま
せ
ん

（1）
団
体
の
経
常
的
な
運
営
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る

事
業

（2）
そ
の
内
容
が
、
主
と
し
て
視
察
ま
た
は
研
修
を
目

的
と
し
て
い
る
事
業

（3）
そ
の
効
果
が
専
ら
個
人
ま
た
は
当
該
団
体
に
帰
属

し
、
公
益
性
を
欠
く
と
判
断
さ
れ
る
事
業

（4）
そ
の
要
す
る
経
費
が
主
と
し
て
人
件
費
、食
糧
費
、

旅
費
ま
た
は
備
品
購
入
費
で
あ
る
も
の

（5）
他
の
団
体
へ
の
財
政
支
援
を
目
的
と
し
た
事
業

３
、
補
助
対
象
団
体

　

国
、
県
ま
た
は
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
も
し
く

は
営
利
活
動
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
以
外

村
営
住
宅
入
居
者
募
集
に
つ
い
て

◎ 

村
営
住
宅
名　

国
岡
団
地
Ｂ
棟

　

○
募
集
戸
数　

２
戸
（
１
階
部
21
号
室
、
１
階
部
22
号
室
）

　

○
構　

造　
　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

○
所
在
地　
　

日
高
村
下
分
３
０
９
２
番
地
２

　
◎ 

村
営
住
宅
名　
　

夢
団
地　

6
号
棟
・
７
号
棟

　

 　

夢
団
地
入
居
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
若
者
定
住
、
子
育
て
支
援
を

目
的
と
す
る
た
め
等
、
村
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

○
募
集
戸
数　

２
戸

　

○
構　

造　
　

木
造
2
階
建
（
１
戸
建
）

　

○
所
在
地　
　

日
高
村
本
村
24
番
地
１

○
募
集
期
間　

平
成
20
年
７
月
３
日
㈭
〜
７
月
17
日
㈭

○
入
居
予
定
日　

　
　

入
居
者
決
定
後
、
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

○
住
宅
使
用
料

　

 　

毎
年
見
直
し
に
て
、
入
居
者
家
族
全
員
の
所
得

　

に
応
じ
て
決
定
致
し
ま
す
。

○
村
営
住
宅
入
居
許
可
申
請
書
等
関
係
書
類
配
布
場
所

日
高
村
役
場　

建
設
課　
（
☎ 

24

－

５
１
１
４
）

日
高
村
役
場
能
津
支
所　
（
☎ 

24

－

５
１
４
１
）

日
高
村
立
東
部
福
祉
館　
（
☎ 

24

－

５
４
４
０
）

日
高
村
立
西
部
福
祉
館　
（
☎ 

24

－

４
１
３
６
）

○
受
付
場
所　
　

日
高
村
役
場　

建
設
課

　

直
接
ご
本
人
が
受
付
場
所
へ
お
越
し
の
う

え
、
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

受
付
は
致
し
ま
せ
ん
。

　

申
込
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
受
付
場

所
で
説
明
致
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

日
高
村
役
場　

建
設
課　

☎ 

24

－

５
１
１
４

の
団
体
と
し
、
法
人
格
を

有
し
な
い
団
体
に
あ
っ
て

は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を

具
備
す
る
団
体
と
す
る
。

（1）
定
款
ま
た
は
寄
附
行
為

に
相
当
す
る
規
約
等
が

あ
る
こ
と
。

（2）
団
体
の
年
間
事
業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
が
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（3）
団
体
と
し
て
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
の
決
定
手
続

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

４
、
補
助
率
等

　

補
助
対
象
経
費
の
１
／
２
以
内
と
し
５
０
０
千
円

を
限
度
と
す
る
。

５
、
受
付
期
限

　

８
月
29
日
㈮

６ 

、
補
助
金
の
申
請
お
よ
び
提
出
先

　

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局
等
に
備
え
付
け
て

あ
る
所
定
の
様
式
に
関
係
書
類
を
添
え
て
仁
淀
川
流

域
交
流
会
議
事
務
局
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先

　

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
事
務
局　

　
　

日
高
村
役
場
総
務
課

☎
０
８
８
９

－

２
４

－

５
１
１
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
８
９

－

２
４

－

７
９
０
０

国岡団地 夢団地
敷金 住宅使用料の３ケ月分 住宅使用料の３ケ月分
自治会の共益費 月々　2,000円 月々　3,000円
ＢＳ（アンテナ代） 年間　3,000円

入居決定後に必要なこと
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－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。
◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。
　国民年金保険料の納付負担能力があるにもかかわらず
納付しない人に対しては、財産の差し押さえを行うこ
ともあります。

「
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
ら
れ
な
い
」

そ
ん
な
時
は
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

● 

申
請
免
除
制
度

　

経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
が
、本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。
こ
の
申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料
の
全
額

が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免
除
」
と
、
保
険
料
の
一
部

を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
残
り
の
保
険
料
が
免
除
と

な
る「
一
部
納
付（
一
部
免
除
）」制
度
が
あ
り
ま
す
。

● 

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

　

※
一
部
納
付
は
３
種
類
で
す
。

● 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な
い
若
年
層

（
20
歳
代
）
の
方
は
、
申
請
す
れ
ば
、
本
人
及
び
配

偶
者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
保
険
料
の
後
払
い
が
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

申
請
及
び
承
認
期
間

　

申
請
免
除
等
の
サ
イ
ク
ル
（
始
期
と
終
期
）
は
７

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。
申
請
日
に
か
か
わ
ら

ず
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
し
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
７
月
に
申
請
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を

行
っ
て
も
、
障
害
や
遺
族
と
い
っ
た
年
金
の
受
給
資

格
要
件
に
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

● 

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除

　

特
例
免
除
は
、
申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に
お

い
て
退
職
（
失
業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。
申
請
に
、
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

● 

承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

　

全
額
免
除
や
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
未
納
期
間
と
は
違
い
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
〔
一
部
納
付
（
免
除
）
は
、
一
部
の

保
険
料
を
納
付
し
な
い
と
未
納
に
な
り
ま
す
〕。

　

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
金
額
を
計
算
す
る
と
き

に
は
、
左
図
の
と
お
り
減
額
ま
た
は
反
映
さ
れ
な
い

事
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る
た
め
に

も
、
余
裕
が
で
き
た
と
き
に
追
納
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
（
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
か

か
り
ま
す
）。

全額免除および一部納付の対象となる所得のめやす

《審査は、本人・配偶者・世帯主の前年の所得で行います》

世帯構成 全額免除
一部納付

1/4納付 1/2納付 3/4納付

４人世帯（夫婦・子2人） 162万円 230万円 282万円 335万円

２人世帯（夫婦のみ） 92万円 142万円 195万円 247万円

単身世帯 57万円 93万円 141万円 189万円

 

４
分
の
３
納
付

（
保
険
料
額 

１
０
、８
１
０
円
）

年
金
額

６
分
の
５

⬇
 

２
分
の
１
納
付

（
保
険
料
額 　

７
、２
１
０
円
）

年
金
額

６
分
の
４

⬇
 

４
分
の
１
納
付

（
保
険
料
額 　

３
、６
０
０
円
）

年
金
額

６
分
の
３

⬇

年 

金 

額

保
険
料
納
付

全　
　

額

４
分
の
３
納
付

６
分
の
５

２
分
の
１
納
付

６
分
の
４

４
分
の
１
納
付

６
分
の
３

全

額

免

除

６
分
の
２

若

年

者

納

付

猶

予

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

未  

納

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん

受
給
資
格
に
も
算
入
さ
れ
ま
せ
ん

年金受給資格期間に算入されます
⎭　　　　 ⎬ 　　　　⎫

● 

申
請
手
続
き
は
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

● 

学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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平和を願い千羽鶴を捧げる
（平和公園：貞子の像前）

原爆ドーム見学（平和公園：原爆ドーム前）

広島風お好み焼きの昼食（広島市内）

雨の中、プロ野球観戦（徳山球場）

移動は
電車や新幹線

世界遺産見学（宮島）
テーマパークでの

楽しい一時
（チボリ公園）

自動車工場見学
（三菱自動車工場）

　

能
津
小
学
校
で
は
修
学
旅
行
と
宿
泊

学
習
を
隔
年
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

５
・
６
年
生
の
６
名
の
児
童
が
５
月
28
日

㈬
か
ら
５
月
30
日
㈮
ま
で
広
島
方
面
へ
修

学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
の
目

的
は
「
広
島
に
今
な
お
残
る
原
子
爆
弾
の

傷
跡
を
肌
で
感
じ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
に
気
づ
く
」
と
「
地
域
の
自
然

や
文
化
な
ど
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
集
団

生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い

て
の
望
ま
し
い
体
験
を
つ
む
」
で
す
。
大

き
な
期
待
を
胸
に
伊
野
駅
を
出
発
し
た
子

ど
も
た
ち
は
広
島
県
や
岡
山
県
な
ど
で
平

和
学
習
や
自
動
車
工
場
の
見
学
な
ど
に
取

り
組
み
、
一
回
り
大
き
く
成
長
し
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
顔
に
は
、
達
成
感
と
久
し
ぶ
り
に
家
族

と
会
え
る
嬉
し
さ
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

！

８ 月 は 加 茂 小 学 校 で す

能津小学校能津小学校



─広報ひだか７月号─　（14）

コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第110号　2008.７.１　日高村立図書館

月

◆ 「霧のソレア」　／　緒川　怜
空の上で繰り広げられるノンストップ・アクション巨編。
第11回日本ミステリー文学大賞新人賞受賞作。

◆ 「曙光」　／　羽太　雄平
東インド艦隊に乗り組んだもう一人の「ペリー」。
黒船から見た日本の開国を描く。

◆ 「奇縁まんだら」　／　瀬戸内　寂聴
　歴史に名を止めた作家たちの記憶をつづるエッセイ集。
　挿画・装幀は横尾忠則が手がけている。

◆ 「かしこい患者力」　／　田辺　功
医療を受ける際に知っておきたい知識、心構えを紹介。
“患者力”を高めて賢く病気と付き合いたい。

　「ひみつのひきだしあけた？」「シナの五にんきょ
うだい」などの絵本を楽しみました。

一般書

＊一部です

◆ 図書館利用案内 ◆

『ナイフ投げ師』　
／スティーブン・ミルハウザー

　曲芸の舞台を見つめる客席に立ち込め

る尋常ならざる緊張感、深夜の少女たち

の行動が憶測を呼び町に広がってゆく波紋、

ある危険な遊びに魅入られた子どものひと夏の体験…。　

誰の身にも起こりうるありふれた日常と、白昼夢にも似た

不可思議な世界とが隣り合う、精緻な工芸品のような短編集。

　「万葉集」「源氏物語」「太平記」など、古典文学
に親しんでいただくミニコーナーです。人生の悲哀
や世の無常、現代にも通じる不変のテーマが見つか
るはずです。

　環境整備部が作業中の「読めの庭」にいろんな植
物が仲間入りしました。ぜひ遊びにきてください。

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日・年末年始

○貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　日高村本郷192　　　 20－1533

６月新刊案内

　＊一般書＊　　
「いすゞ鳴る」「恋のトビラ」「切れた鎖」「治療島」「別冊
図書館戦争1」「裁判員法廷」「年金制度は誰のものか」　他

　＊児童・課題図書＊　　
「荷抜け」　岡崎ひでたか　新日本出版
「となりのウチナンチェ」　早見裕司　理論社
「耳の聞こえない子がわたります」マリー・マトリン
「オデッセイ号航海紀」　ロジャー・ペイン　
「チームふたり」吉野万理子　ポプラ社
「天馬のようにはしれ」　那須田稔　ひくまの出版
「兵士ピースフル」マイケル・モーパゴ　　　ほか

７月入荷予定

「モグとうさぽん」ジュディ・カー
「べスとアンガス」マージョリー・フラック
「きんいろのしか」バングラディッシュの昔話
「こんにちは、ビーバー」佐藤英治
「ビロードうさぎ」マージェリー・ウイリアムズ

児童書

７月の予定

５月の入館者数

589人77

12日（土）　おはなしの森（朗読ひだか）
 1 0 : 0 0～ 1 1 : 0 0

26日（土）　おはなし会（ぷちとまと）　
 1 0 : 3 0～ 1 1 : 3 0

古典への誘（いざな）い一般展示

読み聞かせのボランティアサークル「ぷちとまと」による

５月24日（土）

＊日高読もう会からのお知らせ＊
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
傘
さ
し
て

　
　

牡
丹
散
ら
さ
ぬ
老
の
姉

寺
田　

信
子

　

花
の
王
と
さ
れ
て
き
た
牡
丹
は
、
品

種
も
多
く
色
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ

れ
は
大
輪
の
牡
丹
で
し
ょ
う
。
待
ち
か

ね
て
い
た
花
が
開
い
て
か
ら
は
、
一
日

で
も
長
く
持
つ
よ
う
に
、
懸
命
に
世
話

を
し
て
い
る
姉
を
み
な
が
ら
の
句
で
す
。

○
風
ふ
け
ば

　
　

さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
竹
落
葉

山
中　

芳
子

　

草
や
木
の
葉
は
、
秋
に
黄
ば
み
ま
す

が
、
竹
の
古
い
葉
は
春
に
黄
ば
み
ま
す
。

そ
し
て
六
月
頃
、
新
し
い
竹
の
葉
が
出

る
と
、
そ
の
古
い
葉
は
落
ち
ま
す
。
そ

れ
が
竹
落
葉
で
す
。
す
こ
し
の
風
で
ひ

ら
ひ
ら
と
落
ち
る
竹
の
音
が
、
か
す
か

に
聞
こ
え
て
き
そ
う
な
句
で
す
。

○
五
月
晴
百
才
待
た
ず
逝
く
母
や

山
中　

静
江

　

五
月
十
四
日
は
、
コ
ス
モ
ス
俳
句
教

室
の
日
で
、
兼
題
が
「
母
の
日
」
で
し

た
が
、
山
中
さ
ん
が
欠
席
さ
れ
て
ま
し

た
。
聞
く
と
、
お
母
さ
ん
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
百
才
を
と
願
っ

て
い
た
の
に
、
忽
然
と
逝
か
れ
た
の
が
五

月
の
晴
れ
わ
た
っ
た
日
だ
っ
た
の
で
す
。

　
〝
逝
く
母
や
〞
の
「
や
」
に
深
い
悲
し

み
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
新
入
生

　
　

保
育
園
見
て
立
ち
止
ま
り

野
村　

近
子

　

小
学
校
へ
入
学
し
た
ば
か
り
の
、
真

新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
の
子
ど
も
で
す
。

以
前
に
通
っ
て
い
た
保
育
園
の
前
に
来

て
園
内
を
見
ま
わ
し
て
い
ま
す
。
駆
け

回
っ
て
い
る
園
児
や
遊
具
な
ど
を
見
て
、

な
つ
か
し
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

○
山
吹
の
黄
色
の
花
を
ゆ
ら
す
風

山
本
眞
知
子

　

山
吹
は
、
昔
か
ら
日
本
に
あ
っ
て
、

古
く
万
葉
に
も
そ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

花
の
黄
色
が
葉
や
茎
の
緑
に
浮
い
て
明

る
く
美
し
い
花
で
す
。
細
く
し
な
や
か

な
茎
の
山
吹
が
や
わ
ら
か
い
風
に
ゆ
れ

る
と
こ
ろ
を
詠
み
ま
し
た
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“七夕”です。
日　時　平成20年７月７日　13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

池野いちび選
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中
村　

梅
子

短
夜
を
足
し
て
仕
上
げ
し
布
袋

枇
杷
食
べ
る
時
は
な
ん
に
も
考
へ
ず

南
部
記
代
子

更
衣
家
出
の
服
が
愛
ほ
し
く

集
会
所
老
い
の
集
い
や
夏
に
入
る浜

田　

博
子

枇
杷
熟
る
る
故
郷
に
人
の
代
替
は
る

鷺
を
置
く
青
田
の
丈
と
な
り
て
来
し

濱
田　
　

幸

鯉
幟
保
育
園
児
は
皆
同
じ

ほ
と
と
ぎ
す
雨
降
り
出
し
て
長
居
す
る

伊
野
部
哲
也

枇
杷
熟
る
る
土
蔵
の
壁
に
走
る
罅ひ

び

口
中
に
残
り
て
太
き
枇
杷
の
種

岩
村　

さ
と

五
月
晴
れ
夫
の
退
院
朝
化
粧

鯉
幟
右
に
左
に
か
ぜ
ま
か
せ

柏
井　

皓
子

海
沿
い
の
雨
に
烟け

む

り
て
枇
杷
熟
る
る

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
て
一
日
始
ま
れ
る

片
岡　

幸
枝

薫
風
の
渡
り
廊
下
を
別
館
へ

一
人
居
の
昼
を
灯
し
て
梅
雨
籠

川
瀬　

晴
恵

ピ
ア
ノ
弾
く
子
の
指
軽
し
若
葉
風

口
笛
の
上
手
に
な
り
て
茶
摘
み
歌池

野
い
ち
び

屋
敷
神
今
も
残
り
て
枇
杷
熟
る
る

沢
蟹
を
バ
ケ
ツ
に
飼
う
て
を
り
に
け
り

北
添　

正
子

○
暗
や
み
に
蛍
呼
ぶ
声
隣
の
子

　

も
ち
ろ
ん
、
姿
は
見
え
な
い
が
、
蛍
を

呼
ぶ
子
ど
も
の
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
聞

き
覚
え
の
あ
る
よ
う
な
声
に
、
耳
を
澄
ま

す
と
、
そ
れ
が
隣
の
子
で
あ
っ
た
。
な
つ

か
し
い
〝
ホ
、
ホ
、
ホ
タ
ル
コ
イ
〞
を
思

い
出
す
と
と
も
に
、
そ
の
声
が
隣
の
子
で

あ
っ
た
こ
と
に
、
こ
の
句
の
お
も
し
ろ
さ

が
あ
る
。

橋
詰
登
志
子

○
老
母
の
口
一
ぱ
い
の
枇
杷
の
種
子

　

農
事
に
励
み
な
が
ら
、
長
年
、
母
の
介

護
を
続
け
る
こ
の
作
者
に
は
、
母
へ
の
思

い
遣
り
の
俳
句
が
多
い
。
例
え
ば

　

小
春
日
や
母
の
小
さ
き
爪
を
切
る（
平
十
年
）

　

百
寿
な
る
母
の
手
温
し
冬
日
和（
平
十
七
年
）

な
ど
、
な
ど
。

島
田　
　

瞳

風
の
色
明
る
く
な
り
ぬ
枇
杷
た
わ
わ

手
入
れ
行
き
届
き
し
風
の
柿
若
葉鎮

西　

美
緒

青
梅
の
し
だ
れ
て
触
れ
る
よ
り
採
り
ぬ

緑
蔭
の
風
も
ほ
ど
良
き
昼
餉
か
な中

山　

美
根

土
に
這
ひ
鶏
頭
の
芽
を
確
か
め
る

影
落
す
水
馬
の
足
皆
丸
し
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日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

テシーナテシーナテシーナ
日日記記

東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館
東部
児童館

　　　　　　５月末現在
　　　　　　   （前月比）
世帯数 　 2,472　（＋３）
人　口 　 5,965人（－４人）
　　　 男 2,823人（－１人）
　　　 女 3,142人（－３人）

　　   １～５月分（５月）
人身事故　　12件 （１件）
死　　者　　１名 （１名）
傷　　者　　12名 （１名）

日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!

「広報ひだか」は、再生紙を使用しています

こんにちは　日高村のみなさん！

ここ高知でのとてもエキサイティン
グな夏が始まりますね。たくさんの
生徒や教室に英語を教えているので
「あっという間に」日々が過ぎていきま
す。生徒達はいつも目を輝かせながら
英語を勉強するので、英語を教えるの
が面白いです。また、私の英会話教室
でも、みんな熱心に英語を勉強するの
で、とっても楽しいです。
草木が青々と茂ったり、
花が咲いたりと、新しい梅
雨の季節は、日高村の周り
に素晴らしいものを運んで
くれます。本当に美しい季
節です。
今年初めて『ホタル』を
見ました。カリフォルニア
では見たことはなく、その
姿に本当に感動しました。

Mさん家族と一緒に見ることができま
した。とても幻想的で、光の玉が森の
中で飛んでいるようでした。わたしも
Mさんの子どももとっても興奮しまし
た。私の気持ちがとても優しくなると
ともに、自然と笑顔があふれる体験で
した。
私たちが生きてゆく中で、季節の変
化を見れるということは、とっても特
別なことだと思います。そして、日本

での私の経験を振り返
ると、もうすぐ１年が過
ぎようとすることが信
じられません。どの季節
も素晴らしいものを運
んで来てくれて、新しい
幸せや興奮を感じるこ
とができるのですから。

これからもよろしく
ね。日高村の皆さん！

Mさん家族と初めて見た
「ホタル」でした

広
報
ひ
だ
か
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サツマイモ
の苗植え

　

５
月
26
日
㈪
に
東
部
児
童
館
の
裏
の

畑
で
「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
」
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
マ
ル
チ
を
か
け
た
畝
と
マ

ル
チ
を
か
け
な
い
畝
と
の
育
ち
方
を
比

べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
50
本
の

苗
を
み
ん
な
で
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

今
は
、
緑
色
の
元
気
な
蔓
が
伸
び
始
め

て
い
ま
す
。

　

秋
の
お
芋
の
収
穫
が
今
か
ら
楽
し
み

で
す
。

　７月14日㈪（9：30～）に、「か
わいいアクリルたわし（エコた
わし）作り」を予定しています。
　どうぞ、お楽しみに (^_^)b

問い合わせ先
東部児童館

（☎２４－５６０４）

お知らせ


